第15回　施設処遇検討会議　議事録　H22.8.30

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　          出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・小笠原嘉紀・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・中村文洋・
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議題

１：豊川　明男　　様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：小笠原　富治　様　（青明舎利用者様）の処遇について

１：豊川　明男　　様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

①他者交流の図り方・他者への疑い（易怒的・被害的になる）
・自室のドアを思いっきり強く開けたり閉めたり、ドアに当たっていることあり、潜在的に爆発する要素も見られる。

→自分の考えや不満を抱えることがあるので、定期的に話し合いの場を持ち、ストレスの緩和の努める。

· 他者への疑いを持っている場合、本人易怒的になる。

→職員は複数にて話し合いや面談の対応を行う。

→他者を直ぐに疑う事には、他者交流を行ううえでマイナスになる事を伝えていく。

②デイケアを休みがちな事

· 理由をつけては、デイケアを休んでいる。

→色々な体調不良の理由を挙げては、休むことが多いため通所できない本当の理由を聞き出す。

→面談、アセスメントにて本人の状況確認を行い、対人交流での不安・悩みを傾聴、不安・ストレスを溜めないように支援を行う。

→面談を行う事や話し相手になる事で、不安を軽減させる。
③保護者との関係

・保護者様の本人への接し方として保護者様の指示的な言い方が、本人のプレッシャーにもなっている。本人の過去の失敗行動を挙げ、本人へのストレスとなる発言をする事がある。

→面会時には職員が同席し、本人へのストレスとなる発言に対し仲介を行っていく。

・保護者様の負担を軽減出来るようにする。

　→実家の兄様とも連絡がとれるように依頼しているが、難しい

＜評価＞

施設内での一般的な生活能力については十分に確率している。荘内の当番などもきちんと行いマナーを守り安定的に行う事出来て継続されていて評価できる。

対人交流の図り方で孤立的になる事見られて、他者に対して易怒的になりがちな面がある。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのない時間帯をもてあますという話も聞かれデイケア通所に難色を示す事も多い。身体的不調（排泄問題、腰痛、膝痛、胃痛等）を理由にデイケアを休む。より本人のニーズにマッチした支援を行う為には、拒絶的な場面も多く想定されるが、

本人のかかえている問題点や求めている現状をきちんとキャッチする手段として日常会話の中から踏み込み、休息する事もあるのだと見極めながら、やる気を引き出す関わりと本来もっている自助力やモチベーション評価し、有効活用しながら支援を行う。

２：小笠原　富治　様　（青山荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

①単独での社会参加が難しい（公共施設や交通機関の利用）
・郊外や県外への外出プランを本人と相談しながら、計画し外出する楽しみや趣味の拡大をしていく。

・交通機関等の利用方法や大型店での購入方法を学習して社会資源を単身でも行動出来るよう同行支援する。

・徐々小グループを組んで他者との交流の機会や外出等の機会を多く設定し、コミニュケーション技術も視野に入れながら、生活の幅を広げられるよう支援していく。

・映画に興味を持っていることから映画の新作情報や話題を提供し、外出の機会をそれとなく促す。

・本人の能力を見極めながら、出来るところからの目標設定を行い、達成できた喜びを持ちながら生活により張りと広がりを持ってもらう。
②体調管理（胃潰瘍の再発防止・腰痛）

胃潰瘍について

・食事摂取量矢体重減少の確認をしていく。又バイタル等の体調確認をしていく。

・かかりつけの八戸赤十字病院消化器科で定期健診・検査にて経過を観察していく。

腰痛について

・自室で寄りかかった姿勢で居眠りをして腰に負担をかけている事を説明する。洗面等する際や起床時には腰に負担がかからないような姿勢で行うよう伝える。

・健康ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを通して年齢にあわせた運動を提供し、身体機能の低下を防ぐ。

・高齢のため、今後身体的不調の訴えが出てくる事が予想される為、本人の様子を観察していく。
＜評価＞

・買物や映画などの社会資源利用、ひとりで街や郊外近郊に移動する手段としてバス利用経験が少ない。外出プランを計画にするにあたり本人と相談し経済的にも概ね余裕ある事や年齢的な事も考慮してﾀｸｼｰ利用も良いのではと提案していく。

・体調管理では、胃潰瘍でかかりつけの八戸赤十字病院の定期受診・検査にて今後も経過を見守る。

・腰痛は身体機能の低下を防ぐ事を目的として、年齢と体力に合わせた運動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを提供して促す。






